
　相談支援事業所「はしわたし」事業計画案
　　　　平成29年度

１．目的

　　①現在地域生活している障がい者が、そのまま地域で生活し続けることのできる支援
　　②これから施設や病院から地域に移行し、生活し続けることのできる支援
　　③障がい者を受け入れる地域の熟成という課題
　　④様々な支援機関との連携・連動・地域社会とのはしわたしをするという役割
　　⑤社会福祉計画に基づいた自立支援協議会の形骸化を防ぐための仕掛けをすること

２．相談支援事業所「はしわたし」の指定・委託状況(地域生活支援事業）

　　　　　支給決定前

弟子屈町指定

 障害者総合支援法

　　弟子屈町から委託 　　　モニタリング

　　　　　住居確保（同行支援）

北海道指定

　　　　　単身等緊急対応

　①特定相談支援の指定を弟子屈町から受けて、計画相談と基本相談（町からの委託）をしている
　②弟子屈町から自立支援協議会の事務局の委託を受けている。
　③一般相談支援の指定を北海道から受けて地域相談支援と基本相談を行っている。
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　を営み、活動できる社会を構築することが、課題です。
　ノーマライゼーションの実現に向けて、障がい者もそうでない人も、だれもが住み慣れた地域社会で普通の生活
　立って、生活を支え続けることのできる活動の総体が、相談支援です。

　地域においてどのような重い障がい・疾病があっても、障がいのない人と同様に、地域で自立して生活出来る
　事をめざして、生活を成立させ継続するために必要なサービスや制度の利用について情報を提供し、ニーズ
　を適切に把握し、多様な資源に結び付け、資源がなければ開発して障がい者のニーズを充足させる包括的な
　相談支援が、身近な地域に必要である。
　障がい者の地域での生活を可能にするために、あらゆる障がい者からの相談を受けとめ、障がい者の立場に
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４．相談支援事業所「はしわたし」の仕事
　　

（弟子屈町障害者等地域生活支援事業相談支援事業委託業務）
　 　　委託費　　３，５２９，９５３円／年

　　　＊電話・訪問・相談室にての相談
　　　＊緊急時の対応
　　　＊病院への通院支援
　　　＊相談支援部会での情報共有化（情報交換会）
　　　＊関係機関との連絡調整

（委託事業）

　　　＊福祉計画
　　　＊相談支援部会で出された提案等の集約
　　　＊困難ケース等の情報提供
　　　＊弟子屈町内の障害者（児）の情報の共有化
　　　＊専門部会を調整してコアな部分を議論する場の提供
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医療や福祉につなげる事などを視野に支援を行っていく。

3.引きこもりに対する支援

一人でいる、家族といる）人が162万人いるという統計もある。
ひきこもりと言うと10代20代で家庭内暴力と結びつくケースを想像する事も多いが、現在問題になりつつ
あるのは、高齢の親と同居している大人のひきこもりである。
親の年金で暮らしている場合も多く、受診に結びついていない場合も多い。
弟子屈町では保健師が釧路保健所に12件と報告した時に他の市町村が
0件が多いため驚かれたという話がある。これは町と相談支援事業所や医療機関が連携し掘り起こしが

■現在国内で問題になりつつあるひきこもりに対する支援

秋田県藤里町(人口3800人)で社会福祉協議会が調査した結果、町内のひきこもりが113人いる事が
分かった。現在国内の20歳から59歳までの孤立無業(働き盛りで、仕事をしていない、結婚もしていない、

町の広報などに周知もしており、昨年より相談件数も増えてきている。
はしわたしでは外に出ない自由も尊重しつつ、負担の大きい家族に対する支援、本人の面談などから
地域活動支援センターや就労の場など外に出る事、社会参加の機会を提供する事、必要性に応じて

できている結果であるが、本格的に調査した場合この数倍の件数になる事が予想される。

基本相談支援

自立支援協議会の運営



利用者内容 件数
　　　＊サービス等利用計画の作成 新規 15
　　　＊サービス担当者会議の開催 継続 360
　　　＊モニタリング 合計 375
　　　＊関係機関との連絡調整

　５．年間計画

4月
5月
6月
7月
8月
9月
10月
11月
12月
1月
2月
3月
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 相談支援部会・個別支援会議

 サービス調整会議・相談支援部会・研修・専門部会専門部会

 サービス調整会議・相談支援部会・教育部会・就労部会・研修
 相談支援部会・個別支援会議
 サービス調整会議・相談支援部会・研修・専門部会
 相談支援部会
相談支援部会・個別支援会議・研修研修
サービス調整会議・ 相談支援部会・自立支援協議会

 ケース会議・相談支援部会
 相談支援部会・教育部会・就労部会・研修
 サービス調整会議・相談支援部会・個別支援会議・研修・専門部会
 相談支援部会・自立支援協議会

個別給付金収入目標
５２５，０００円

５，４００，０００円
５，９２５，０００円

委託費 ３，５２９，９５３円
総合計収入 １１，３２５，０００円

（サービス利用計画作成費の対象）

計画相談支援


